
安川

名勝
天然

記念物
有形民俗
文化財

その他 （　　　　　　　　　　　）

見学は自由にできる。

かつては、二重基壇の上に立つ六角十三重の石塔だった。春日石と呼ばれる柔らかい凝
灰岩で造られているため、風化、破損がひどく、周囲には石塔の屋根や二重基壇の上の
部分の断片が散乱している。これ以上の破損を防ぐ対策が必要と思われる。

塔の森は海抜660ｍにあり、日吉神社からは急斜面が続き、数十分歩かねばならない。途
中の山道は木々に覆われているが整備されていた。登るにつれて薄暗く、不安な気持ち
になるが、案内板が設置されているので、迷うこと無く、頂上で、基壇の上に立つ高さ約
2.5ｍの六角六重の石造塔に到着できる。

補足 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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奈良市長谷町、天理市福住町別所＝両市の境界で隣接している
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基壇・塔身には、蓮華文の古式の装飾があり、台座・笠石すべてが平面六角の形式は珍
しく、現存する石造塔の中でも古く、奈良時代唯一の六角十三重の石塔である。かつて
は、付近にあった塔尾寺の遺物であろうと言われているが詳細は分かっていない。毎年7
月１日に周辺の氷室神社(福住町）の献氷祭に先立ち、この地で祭祀が行われている。

今も、頂上に1300年間、人々の協力によって、六角六重の石塔が立っている。自然の力
に抗することができず、石塔の下に屋根や基壇が散乱し埋もれかかっている。本来の珍し
い六角十三重の石塔の復元を期待する。
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日吉神社近くの説明板・案内板 案内板

現在は六重だが元の塔は六角十三重の石塔塔の森説明板

仲谷 宮本 安川

文化財名 塔の森

奈良県指定文化財調査票（写真）

日

調査者名

調査日 記入者 春日由広2020 年 9 月 22

小倉 春日

周辺に散乱した屋根の残欠 塔身の蓮華文


